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考占学における二次元計測技術の導入と利活用

に
先
立
ち
、

一
人
と
し
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

考
古
学
に
お
け
る
三
次
元
計
測
技
術
の
導
入
と
利
活
用

ー
古
墳
時
代
・
古
代
に
お
け
る
用
例
を
中
心
に
1

-
．
特
集
の
趣
旨

今
回
は
、
国
史
学
会
二
月
例
会
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
し
た
「
計
測
技
術
の
進
展
と
考
古
学
」
の
報
告
な
ら
び
に
討
論
を
原

稿
化
し
、
本
号
に
特
集
と
し
て
掲
載
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
今
回
の
特
集
に
か
か
る
筆
者
の
私
見
な
ら
び
に
各
報
告
者
の
所
論
へ
移
る
前

に
、
こ
こ
で
開
催
趣
旨
お
よ
び
今
回
テ
ー
マ
と
し
た
考
古
学
に
お
け
る
新
た
な
計
測
技
術
の
利
活
用
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
企
画
者
の

ま
ず
本
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
だ
が
、
考
古
学
で
従
来
主
流
と
な
っ
て
き
た
記
録
の
方
法
と
実
践
を
回
顧
し
、
「
記
録
す
る
こ

と
」
の
意
義
を
整
理
し
、
新
技
術
の
導
入
を
ふ
く
め
て
そ
の
将
来
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ

れ
か
ら
の
考
占
学
研
究
に
お
い
て
十
分
に
活
用
可
能
な
記
録
の
方
法
や
提
示
の
あ
り
か
た
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
討
論

の
場
を
設
け
、
各
報
告
者
な
ら
び
に
筆
者
を
加
え
た
四
名
で
議
論
す
る
こ
と
を
次
な
る

H
的
と
位
置
づ
け
た
。
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

一
月
に
は
報
告
書
お
よ
び
筆
者
の
四
名
で
事
前
の
検
討
会
を
実
施
し
、
報
告
な
ら
び
に
討
議
の
内
容
の
調
整
を
は
か
っ
た
。

さ
て
考
古
資
料
を
分
析
す
る
際
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
実
物
の
観
察
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
三
次
元
計
測
を
は
じ
め
と

青

木

敬
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三
次
元
計
測
の
利
点
を
中
心
に
整
理
し
て
お
く
。

す
る
従
来
と
は
こ
と
な
る
計
測
技
術
を
活
用
す
る
と
は
い
え
、
ま
ず
対
象
と
す
る
実
物
の
観
察
か
ら
検
討
す
べ
き
点
を
把
握
し
、
そ
の
上

で
三
次
元
計
測
に
の
ぞ
む
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
考
古
学
研
究
の
方
法
に
新
た
な
視
点
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
相
応
の
計

測
技
術
と
成
果
物
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
み
う
け
ら
れ
る
。
具
体
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
近
年
の
三
次
元

計
測
技
術
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
と
は
こ
と
な
る
計
測
技
術
を
利
川
し
た
成
果
に
つ
い
て
、
古
墳
や
古
代
の
例
を
中
心
に
紹
介
し
、
従
来

と
は
こ
と
な
る
計
測
技
術
が
も
た
ら
す
利
点
な
ど
を
紹
介
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
新
し
い
記
録
方
法
に
よ
っ
て
考
古
学
研
究
自
体
が
進
展
し

た
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
考
古
学
研
究
へ
の
展
望
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
見
逃
せ
な
い
研
究
上
の
新
機
軸
も
一
部
紹
介
し
た

二
．
用
例
か
ら
み
た
計
測
の
対
象

(
-
）
遺
跡
・
遺
構
の
計
測

古
墳
の
墳
丘

最
新
計
測
技
術
、

つ
ま
り
三
次
元
計
測
に
よ
る
成
呆
図
が
続
々
と
作
成
さ
れ
、
二
次
元
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
刊
行
物
を

目
に
す
る
機
会
も
増
え
て
き
た
。
こ
こ
で
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
古
墳
時
代
・
古
代
の
考
古
学
を
中
心
に
計
測
例
を
い
く
つ
か
概
観
し
、

考
古
資
料
に
は
、
石
敷
や
石
組
炉
を
有
す
る
竪
穴
建
物
、
宮
殿
や
寺
院
・
官
術
な
ど
に
お
け
る
石
敷
や
瓦
敷
、
落
下
瓦
な
ど
図
化
に
相

当
の
時
間
を
要
す
る
対
象
物
が
多
数
存
在
す
る
。
な
か
で
も
古
墳
は
、
墳
丘
や
外
表
施
設
、
埋
葬
施
設
や
石
棺
、
さ
ら
に
出
土
し
た
副
葬

品
や
埴
輪
な
ど
、
計
測
対
象
と
し
て
好
適
な
遺
構
・
遺
物
が
数
多
く
、
す
で
に
い
く
つ
も
の
古
墳
が
三
次
元
計
測
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

な
か
で
も
二
次
元
測
量
図
を
用
い
て
飛
躍
的
に
研
究
が
す
す
ん
だ
領
域
と
し
て
、
墳
斤
の
設
計
や
規
格
の
分
野
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

し‘

゜
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考占学における三次冗計測技術の導人と利活用

五）。 岡
山
県
造
山
古
墳
は
、
吉
備
を
代
表
す
る
巨
大
前
方
後
円
墳
と
し
て
し
ら
れ
る
。
造
山
占
墳
を
対
象
と
し
た
測
量
調
査
の
な
か
で
一
二
次

元
計
測
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
そ
の
成
果
か
ら
設
計
原
理
に
ふ
み
こ
ん
だ
新
納
泉
の
研
究
は
、
従
来
の
墳
丘
築
造
規
格
（
企
画
）
論
に
は

な
い
精
緻
さ
を
そ
な
え
た
研
究
と
し
て
、
ま
さ
に
画
期
的
だ
っ
た
（
新
納
―

1
0
1

皇
陵
）

や
大
仙
陵
古
墳
（
伝
仁
徳
犬
皇
陵
）

-
）
。
新
納
に
よ
る
と
、
古
墳
時
代
中
期
の
巨
大
前
方
後

円
墳
に
お
け
る
各
段
の
高
さ
の
比
は
、
下
段
：
中
段
．
上
段
1
1
-
[
-

．
三
と
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
中
段
の
高
さ
を
基
本
単
位

と
す
る
こ
と
、
そ
の
基
本
単
位
が
造
山
古
墳
の
場
合
六
．
―
-
五
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
後
出
す
る
器
田
御
湖
山
古
墳
（
伝
応
神
天

で
は
、
次
第
に
基
本
単
位
が
大
ぎ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
詳
細
な
墳
丘
設
計
の
骨
格
が

あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
新
納
は
、
そ
の
後
も
誉
田
御
廟
山
古
墳
の
詳
細
な
等
高
線
図
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計

の
一
五
臼
が
存
在
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
、
文
字
や
設
計
図
に
た
よ
ら
な
い
非
文
字
社
会
特
有
の
現
象
と
と
ら
え
た

（
新
納
二

0
-

―
1
0
0
½
=
:
年
に
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
が
開
発
し
た
赤
色
立
体
地
図
は
、
火
山
や
自
然
災
害
に
際
し
て
の
地
形
測
鼠
に
活
用
さ
れ
て
き

た
が
、
当
該
技
術
が
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
遺
跡
に
も
応
用
で
き
な
い
か
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
と
ア
ジ
ア
航
測
と
の
間
で
研

究
に
着
手
し
た
。
結
果
、
古
墳
や
城
館
の
計
測
に
有
効
性
が
示
さ
れ
、
奈
良
県
箸
墓
古
墳
・
西
殿
塚
古
墳
・
コ
ナ
ベ
古
墳
・
新
沢
千
塚
古

墳
群
、
高
取
城
跡
な
ど
成
果
図
も
公
表
さ
れ
て
い
る
（
西
藤
―

1
0
一
四
．
―

1
0
1
七
な
ど
）
。
箸
墓
古
墳
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
存
在
が
確

認
さ
れ
て
き
た
前
方
部
前
端
だ
け
で
な
く
、
前
方
部
側
面
に
も
段
染
の
存
在
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
西
殿
塚
古
墳
は
後
円
部
・
前
方
部
と

も
四
段
築
成
で
あ
る
こ
と
、
双
方
の
古
墳
の
後
円
部
墳
頂
に
み
ら
れ
る
円
丘
・
方
丘
部
の
詳
細
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

え
ら
れ
た
成
果
は
少
な
く
な
い

C

既
往
の
測
量
図
で
は
未
詳
で
あ
っ
た
起
伏
な
ど
の
情
報
が
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
遺
跡
に
お
け
る
三
次
元

測
贔
の
有
効
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
航
空
測
量
と
い
う
性
格
上
、
当
該
技

術
に
よ
る
計
測
か
ら
図
化
に
か
か
る
経
費
は
高
額
で
あ
り
、
汎
用
性
が
高
い
と
ま
で
は
い
え
な
か
っ
た
。
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汎
用
性
と
い
う
点
で
は
、
比
較
的
安
価
な
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
が
製
品
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
や
研
究
所
な
ど
一

部
の
機
関
に
当
該
機
器
が
導
入
さ
れ
、
実
践
例
が
急
増
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
城
倉
正
祥
ら
に
よ
る
千
葉
県
姫
塚
・
殿

塚
古
墳
、
龍
角
寺
五

0
号
墳
、
山
室
姫
塚
古
墳
な
ど
の
墳
丘
測
贔
調
査
と
そ
の
成
果
も
特
筆
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
山
室
姫
塚
古
墳
で
は
、

・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
尺
度
を
推
定
し
、
上
ド
段
と
も
高
さ
が
三
歩
、
下
段
直
径
が
三
六
歩
、
上
段
裾

部
の
直
径
一
八
歩
、
上
段
頂
部
の
直
径
が
九
歩
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
設
計
に
よ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た

城
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
考
占
学
研
究
所
―

1
0
一
六
）
。
白
石
太
一
郎
の
指
摘
以
降
（
白
石
一
九
八
五
）
、
墳
丘
を
立
体
的
な
構
造
物
と
し
て
把

握
し
た
墳
丘
規
格
論
を
展
開
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、

三
次
元
測
量
図
の
活
用
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
精
度
か
つ
説
得
力
の
強

―
―
一
次
元
計
測
の
成
呆
図
に
よ
っ
て
、
墳
丘
周
辺
の
地
形
的
な
特
徴
も
把
握
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
愛
知
県
東
之
宮
古
墳
で
は
、
後
方

部
の
北
東
・
南
西
側
周
辺
に
広
い
平
担
面
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
北
西
・
南
東
側
に
は
平
坦
面
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
墳
丘
構
築
の
作
業

ス
ペ
ー
ス
や
資
材
の
運
び
人
れ
方
向
な
ど
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る

埋
葬
施
設

前
期
古
墳
を
代
表
す
る
埋
葬
施
設
で
あ
る
竪
穴
式
石
室
（
竪
穴
式
什
榔
）
は
、
そ
の
構
造
的
特
徴
な
ど
か
ら
常
時
公
開
で
き

る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
検
討
す
る
に
は
発
掘
調
査
時
の
実
測
図
や
写
真
な
ど
を
た
よ
る
ほ
か
な
い
。
こ
う
し
た
制
約
を
一
定
程
度
緩
和

で
き
る
デ
ー
タ
と
し
て
三
次
元
計
測
の
成
果
図
が
有
効
で
あ
る
。
計
測
し
た
例
は
ま
だ
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
奈
良
県
桜
井
茶
臼
山
古

墳
（
豊
岡
•
岡
林
・
酒
井
・
東
影
・
金
田
・
奥
山
―

1
0
1

ー
タ
の
正
確
性
か
ら
い
っ
て
、
画
像
化
し
た
デ
ー
タ
は
実
測
悩
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
石
材
は
従
来
の
実
測
図
で
も
形
状
の
表
現

は
可
能
だ
が
、
伍
材
の
質
感
や
色
調
、
加
工
の
有
無
、
さ
ら
に
は
粘
土
床
の
起
伏
や
性
状
を
実
測
図
に
描
出
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

次
元
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
実
測
図
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
吋
能
で
あ
る
。
粘
土
床
の
起
伏
が
容
易
に
把
握
で
き
る

い
規
格
論
研
究
へ
階
梯
を
す
す
め
た
観
が
あ
る
。

一
尺

O・

―
二
五
メ
ー
ト
ル
、

一
歩

（
火
山
市
教
育
委
員
会
―

1
0
一
四
、

一
四
一
二
頁
、
図
五
ー
一
）
。

-
）
や
前
述
の
愛
知
県
東
之
宮
古
墳
な
ど
に
お
い
て
用
例
が
あ
る
。
―
二
次
元
デ三

（
早
稲
田
大
学
東
ア
ジ
ア
都



5
 

考古学における三次元計測技術の導入と利活用

と
な
る
と
、
木
棺
を
据
え
付
け
る
粘
土
床
が
断
面
に
よ
る
線
状
の
形
態
の
み
な
ら
ず
、
全
体
の
凹
凸
を
面
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

木
棺
身
の
立
体
的
な
形
状
復
元
に
も
寄
与
す
る
。
粘
土
に
よ
る
構
造
物
の
形
状
を
把
握
し
や
す
い
三
次
元
計
測
の
特
性
か
ら
い
っ
て
、
粘

土
榔
や
棺
床
の
立
体
的
な
把
握
に
は
、
三
次
元
計
測
と
計
測
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
が
効
力
を
発
揮
す
る
。
実
際
に
棺
床
の
形
態
が
三
次
元

計
測
に
よ
っ
て
判
明
し
た
例
と
し
て
、
山
口
県
仁
馬
山
古
墳
（
下
関
市
教
育
委
員
会
二

0
1
0
)
 

竪
穴
系
埋
葬
施
設
に
し
ば
し
ば
と
も
な
う
墓
坑
に
は
、
石
室
の
外
側
に
大
量
の
礫
を
積
み
上
げ
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
膨
大
な
量

の
礫
を
一
点
一
点
実
測
す
る
の
は
、

や
、
新
潟
県
城
の
山
古
墳
（
胎
内
市
教

い
た
ず
ら
に
時
間
を
浪
費
す
る
ば
か
り
で
現
実
的
で
な
い
。
そ
こ
で
、
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

ー
や

s
f
M
/
M
V
S
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
複
雑
な
構
造
物
を
短
時
間
で
計
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
大
阪

府
玉
手
山
三
号
墳
で
は
、
竪
穴
式
石
室
の
壁
体
が
失
わ
れ
、
裏
込
め
の
礫
や
板
石
だ
け
が
残
存
す
る
墓
坑
を
検
出
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時

間
の
な
か
で
墓
坑
の
情
報
を
記
録
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
既
往
の
も
の
と
は
ち
が
っ
た
計
測
技
術
が
威
力
を
発
揮
す
る

三
次
元
計
測
は
、
構
造
を
詳
細
に
把
握
で
き
る
情
報
と
し
て
の
価
値
が
付
与
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
大
阪
市
立
大
学

日
本
史
研
究
室
―

1
0
1
0
a
)
。
従
来
の
手
法
で
は
実
測
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
よ
う
な
遺
構
で
も
、
そ
の
詳
細
ま
で
記
録
で
き
る

三
次
元
測
鼠
が
得
意
と
す
る
石
材
の
質
感
や
加
工
痕
の
把
握
と
い
う
点
で
は
、
横
穴
式
石
室
に
も
有
用
で
あ
る
。
石
材
の
組
み
上
げ
方

や
実
測
者
に
よ
り
表
現
方
法
が
ま
ち
ま
ち
な
稜
線
の
描
出
な
ど
、
石
材
固
有
の
特
徴
を
客
観
的
に
図
化
で
き
る
三
次
元
計
測
は
、
基
準
と

な
る
資
料
を
作
成
・
提
供
で
き
る
こ
と
、
加
え
て
多
方
面
の
視
点
か
ら
検
討
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
資
料
的
価
値
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ

こ
で
は
、
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
研
究
室
が
実
写
し
た
牧
野
古
墳
の
横
穴
式
石
室
を
代
表
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
（
大
阪
市
立
大
学

H
本

史
研
究
室
二

0
-
o
b
)
。
な
お
牧
野
古
墳
で
は
、
計
測
作
業
か
ら
デ
ー
タ
処
理
、
ノ
イ
ズ
除
去
、
モ
デ
リ
ン
グ
、
陰
影
図
の
作
成
ま
で
業

者
に
委
託
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
う
ち
計
測
に
要
し
た
日
数
は
わ
ず
か
一
日
、
手
実
測
で
あ
れ
ば
数
名
が
か
り
で
数
日
＼
一
週
間
程

育
委
員
会
二

0
ニ
ハ
）
な
ど
が
あ
る
。



6
 

度
は
要
す
る
だ
ろ
う
。
現
地
で
の
計
測
時
間
の
大
幅
な
縮
減
を
可
能
と
す
る
、
こ
れ
が
正
確
性
と
な
ら
ぶ
三
次
冗
計
測
の
利
点
と
い
え
る
。

終
末
期
古
墳
（
前
方
後
円
墳
築
造
終
焉
以
降
の
古
墳
）
に
お
け
る
横

□式
石
櫛
な
ど
も

it測
の
対
象
に
適
し
て
い
る
。
高
松
塚
古
墳
の

石
室
解
休
に
と
も
な
う
発
掘
調
木
且
に
際
し
て
、
横
口
式
石
榔
の
石
材
位
置
を
調
整
す
る
た
め
に
梃
子
棒
を
挿
入
し
た
穴
（
梃
子
穴
）
が
確

認
さ
れ
た
。
廣
瀬
覚
に
よ
る
と
、
梃
子
穴
に
は
石
材
底
面
か
ら
一
定
程
度
離
れ
た
位
罹
に
穿
つ
方
形
の
も
の

（梃

f
穴
B
類
）
に
分
類
さ
れ
、
前
者
が
古
く
、
後
者
は
キ
ト
ラ
占
墳
で
出
現
し
定
型
化
し
た
と
い
う

（
廣
瀕
―

-
0
一
五
）
。
さ
ら
に
、
梃
＋
穴

A
類
の
奈
良
県
平
野
塚
穴
由
古
墳
や
大
阪
府
ヒ
チ
ン
シ
ョ
池
両
古
墳
な
ど
で
は
、
石
榔
部
の
罹
石

一
辺
お
よ
び
天
井
石
が
二
枚
ず
つ
か
ら
な
り
、
内
法
長
が
令
小
尺
の
偶
数
尺
と
な
る
い
っ
ぽ
う
、
裔
松
塚
古
墳
で
は
壁
石
一
辺
が
一
二
枚
の

石
材
か
つ
内
法
長
が
九
尺
と
奇
数
尺
と
な
る
。
前
者
が
内
法
長
を
単
純
に
平
分
に
し
た
辟
ピ
仁
の
長
さ
設
定
の
簡
便
さ
が
み
と
め
ら
れ
る
の

に
対
し
て
、
後
者
が
不
合
理
的
な
割
り
付
け
に
よ
っ
て
石
材
の
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
と
廣
瀬
は
説
く
。
こ
う
し
た
知
見
は
、
対

象
物
の
丹
念
な
観
察
を
お
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
石
材
を
一
点
ず
つ
：
＾
次
元
測
贔
し
、
梃
子
穴
を
正
確
か
つ
立
体
的
に
把
握
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
し
え
た
点
と
い
え
よ
う
。

右
で
も
ふ
れ
た
が
、
国
宝
壁
画
の
生
物
被
害
が
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
石
室
を
取
り
出
し
て
壁
画
を
修
復
す
る
た
め
、
石
室
解

休
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
高
松
塚
古
墳
で
は
、
石
室
解
体
時
に
個
別
に
石
室
石
材
お
よ
び
石
室
周
囲
の
遺
構
面
の
三
次

元
計
測
を
実
施
し
た
（
文
化
庁
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
明
日
香
村
教
育
委
員
会
―

1
0
一
七
）
。
―
一
次
元

の
図
面
で
は
記
録
が
困
難
な
微
妙
な
起
伏
や
地
震
に
よ
る
地
割
れ
な
ど
の
痕
跡
も
詳
細
に
把
握
で
き
た
が
、
あ
わ
せ
て
手
実
測
も
お
こ
な

い
、
最
終
的
に
双
方
の
デ
ー
タ
を
画
面
上
で
合
成
し
、
正
確
を
期
し
た
。
ま
た
、
三
次
元
デ
ー
タ
か
ら
石
室
全
体
を
画
像
化
す
る
こ
と
で
、

発
掘
調
査
後
も
立
体
的
に
石
室
を
検
討
で
き
る
、
さ
ら
に
構
築
過
程
を
復
元
し
た
動
画
作
成
の
基
本
デ
ー
タ
と
も
な
る
な
ど
、
事
後
の
活

用
に
三
次
元
デ
ー
タ
が
大
い
に
力
を
発
揮
し
た
。
後
述
す
る
廣
瀬
覚
の
研
究
は
、
高
松
塚
古
墳
に
お
け
る
一
二
次
元
デ
ー
タ
の
比
較
検
討
に

接
し
て
蒲
鉾
邸
に
穿
た
れ
る
も
の

梃
子
穴
A
類
）
と
底
面
に
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考古学における三次几計測技術の導入と利活用

v
s
 

設
備
投
資
に
一
定
程
度
の
額
が
必
要
と
な
る
し

端
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

石
材
と
い
う
と
、

磨
き
な
ど
、
加
工
し
た
石
材
の
表
面
に
は
、

チ
ョ
ウ
ナ
削
り
・
チ
ョ
ウ
ナ
叩
き
・
ノ
ミ
切
・
突
っ
つ
き
・
ビ
シ
ャ
ン
叩
き
・

さ
ま
ざ
ま
な
調
整
痕
が
の
こ
る
。
調
整
痕
の
詳
細
が
数
量
的
に
一
定
程
度
把
握
で
き
る
と
、

加
工
痕
跡
の
パ
タ
ー
ン
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
石
工
技
術
の
復
冗
に
有
効
で
あ
る
（
高
田
・
佐
藤
二

0
一
五
）
。
中
世
以
降

そ
の
変
遷
が
詳
細
に
た
ど
れ
る
矢
穴
の
形
状
に
つ
い
て
も
、
シ
リ
コ
ン
な
ど
で
か
た
ど
り
し
、
そ
れ
を
三
次
元
計
測
す
る
こ
と
で
正
確
な

―
二
次
元
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
そ
れ
を
標
準
と
し
て
比
較
検
討
に
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
矢
穴
底
立
ち
上
が
り
角
度
の
ち

が
い
が
技
法
や
熟
練
度
の
ち
が
い
に
起
因
し
、
作
業
者
の
差
異
を
抽
出
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

石
同
士
の
接
合
関
係
を
特
定
し
た
研
究
も
あ
り
、
計
測
対
象
の
規
模
は
大
小
間
わ
な
い
点
も
、

一
七
な
ど
）

C

（
高
田
・
広
瀬
•
福
家
・
藤
田
二
〇

一
四
な
ど
）
、
門
該
研
究
が
石
材
加
工
に
従
事
し
た
丁
人
論
へ
と
止
揚
で
き
る
叶
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
実
物
は
動
か
す
こ
と
が
困
難
な
巨

1

二
次
元
計
測
の
長
所
で
あ
る

（
佐
藤
二
〇

従
来
、
石
材
の
加
上
痕
跡
あ
る
い
は
石
辿
物
全
体
を
二
次
元
情
報
と
し
て
記
録
す
る
手
法
は
、
拓
本
あ
る
い
は
手
実
測
、
そ
し
て
写
真

で
あ
っ
た
。
拓
本
は
記
録
が
容
易
、
か
つ
調
整
や
銘
文
な
ど
の
判
読
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
利
点
も
多
い
い
っ
ぽ
う
、
正
確
性
と
い
う

点
で
は
実
測
図
に
一
歩
譲
る
。
他
方
、
実
測
図
は
止
確
だ
が
、
作
図
に
相
当
な
時
間
を
要
し
、
対
象
資
料
が
大
型
石
造
物
で
あ
れ
ば
な
お

の
こ
と
時
間
が
か
か
る
。
写
貞
は
立
休
感
や
質
感
の
表
現
に
す
ぐ
れ
る
が
、
図
面
と
し
て
利
用
す
る
に
は
デ
ー
タ
の
加
工
が
必
要
と
な
り
、

こ
う
し
た
作
図
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
し
、
正
確
性
も
担
保
で
き
る
手
法
と
し
て
、
近
年
s
f
M

(
M
u
l
t
i
,
v
i
e
w
 S
t
e
r
e
o
)

が
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
大
邸
の
い
造
物
な
ど
、
手
実
測
の
場
合
、
作
図
に
相
当
の
時
間
と
技
量
が
見
込

ま
れ
る
資
料
に
は
、

(
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 f
r
o
m
 M
o
t
i
o
n
)
／

M
 

s
f
M
/
M
V
S
が
と
く
に
有
効
で
、
従
来
の
実
測
図
と
遜
色
な
い
成
呆
物
が
安
価
か
つ
短
時
間
で
得
ら
れ
る
と
い

石
材
加
工
技
術
の
詳
細
を
解
明
す
る
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う
利
点
が
あ
る
（
永
見
―

1
0
1
七
な
ど
）
。
当
該
技
術
は
、
汎
用
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
一
二
次
元
モ
デ
ル
を
生

成
す
る
技
術
で
あ
り
、
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
も
あ
る
な
ど
、
安
価
で
正
確
性
に
優
れ
、
か
つ
導
入
の
敷
居
が
低
く
、
三
次
元

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
導
入
が
困
難
な
個
人
レ
ベ
ル
で
も
十
分
に
活
用
で
き
る
た
め
、
文
化
財
へ
の
導
入
例
が
急
増
し
て
い
る
点
は
特

記
さ
れ
よ
う
。

い
よ
い
よ
一
二
次
元
デ
ー
タ
の
計
測
と
活
用
が
ひ
ろ
く
実
践
で
き
る
段
階
に
達
し
つ
つ
あ
る
。

（
二
）
遺
物
の
計
測

さ
て
、
次
に
遺
物
を
対
象
と
し
た
一
二
次
元
計
測
の
用
例
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
こ
ち
ら
も
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
や

s
f
M
/

三
次
元
デ
ー
タ
を
用
い
た
遺
物
研
究
の
噂
矢
と
し
て
は
、
ま
ず
弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
の
銅
鏡
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に

計
測
し
た
銅
鏡
の
総
数
は
一

0
0
0
面
を
超
え
、
蓄
積
さ
れ
た
三
次
元
デ
ー
タ
の
み
で
卜
分
に
比
較
検
討
で
き
る
段
階
に
達
し
て
い
る
。

当
該
研
究
を
け
ん
引
し
て
き
た
水
野
敏
典
の
言
を
借
り
る
と
、
鏡
を
二
次
元
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
同
箆
鏡
」
を
特
定
す
る
に
は
微
細

な
文
様
な
ど
の
ち
が
い
を
認
識
で
き
る
、
膨
大
な
出
土
量
を
誇
る
鏡
は
実
物
同
士
を
肉
眼
に
よ
っ
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い

た
め
、
三
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
比
較
検
討
が
有
効
で
あ
る
こ
と
、
色
情
報
に
左
布
さ
れ
な
い
陰
影
画
像
に
よ
る
比
較
を
可
能
と
し
た
こ
と
、

小
片
で
も
同
箔
鏡
の
特
定
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
下
た
る
利
点
と
い
う
（
水
野
二

0
一
六
）
。

そ
し
て
三
次
元
デ
ー
タ
の
比
較
か
ら
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
舶
載
・
佑
製
問
わ
ず
共
通
し
た
量
産
を
可
能
と
す
る
挽
型
を
用
い
た
製
作
技

術
を
有
し
、
双
方
に
技
術
的
な
区
別
が
な
く
、
す
べ
て
舶
載
鏡
あ
る
い
は
佑
製
鏡
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
点
は
、
従
来
の
三
角
縁
神

獣
鏡
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
成
果
で
あ
る
（
水
野
絹
―

1
0
一
七
な
ど
）
。
と
同
時
に
、
一
二
角
縁
神
獣
鏡
と
そ
れ
以
外
の
鏡
式
（
画
文
帯
神
獣

鏡
な
ど
）
と
量
産
技
術
が
こ
と
な
る
と
理
解
す
る
（
水
野
・
奥
山
・
古
谷
・
徳
田
一

I
O
I

て
同
工
品
と
さ
れ
る
内
行
花
文
鏡
を
計
測
し
た
結
呆
、
鏡
縁
部
に
手
を
加
え
て
お
り
、
意
図
的
に
同
一
文
様
と
し
な
か
っ
た
可
能
性
を
指

銅

鏡

M
V
S
を
利
用
し
た
例
が
主
と
な
る
。

一
な
ど
）
。
最
近
も
、
倭
（
製
）
鏡
の
一
例
と
し
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瓦 三
次
元
計
測
が
果
た
す
役
割
が
よ
り
大
き
い
。

摘
す
る
と
い
っ
た
佑
製
鏡
の
特
質
を
抽
出
し
、
防
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
挽
型
利
用
と
は
こ
と
な
る
と
す
る
指
摘
は
重
要
で
あ
る

1
0
0
0
面
を
超
え
る
三
次
元
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
二
角
縁
神
獣
鏡
を
日
本
列
島
内
で
の
生
産
品
と
と

ら
え
、
さ
ら
に
「
出
吹
ぎ
」
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
す
る
従
来
に
な
い
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
二

0
一
六
）
。
検
討
の
対
象

は
三
角
縁
神
獣
鏡
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
製
作
技
術
の
系
統
を
追
跡
す
る
た
め
、
八
つ
手
葉
形
銅
製
品
を
計
測
し
、
製
作
技
術
が
三
角
縁

神
獣
鋭
と
親
縁
性
が
高
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
な
ど
、
鏡
以
外
の
青
銅
器
に
も
対
象
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る

柳
田
―

1
0
I
~
)。

こ
う
し
た
銅
鏡
の
製
作
技
術
系
統
の
弁
別
が
、
従
来
と
は
次
元
が
異
な
る
精
度
を
も
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
三
次
元

計
測
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
同
時
に
、
高
精
度
の
三
次
元
計
測
な
ら
び
に
デ
ー
タ
の
解
析
に
は
、
高
額
な
機
器
の
導
入
が
不
可
欠

で
あ
り
、
現
時
点
で
誰
彼
で
も
導
入
で
き
る
状
況
に
は
な
い
点
を
付
言
し
て
お
く
。

埴
輪
研
究
で
は
、
従
来
の
分
類
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
手
段
と
し
て
二
次
元
デ
ー
タ
が
活
用
で
き
る
。
実
際
に
城
倉
正
祥
ら
は
、

埴
輪
研
究
を
次
段
階
へ
と
押
し
上
げ
よ
う
と
三
次
元
計
測
を
精
力
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
「
今
後
は
三
次
元
計
測
情
報
に
基

づ
く
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
画
像
処
理
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
表
現
し
つ
つ
、
個
体
単
位
で
そ
の
個
性
を
示
し
、
個
体
間
・
古
墳
間
の
分
類
の

妥
当
性
を
客
観
的
に
提
示
す
る
研
究
へ
の
転
換
」
（
城
倉
―

1
0
一
六
、
ニ
ニ
頁
）
が
図
ら
れ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

こ
れ
は
埴
輪
に
限
ら
な
い
話
だ
が
、
手
実
測
の
場
合
、
計
測
に
要
す
る
膨
大
な
時
間
と
費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
十
全
な
観
察
の
時

間
が
割
け
な
い
と
い
う
制
約
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
三
次
元
計
測
の
手
法
が
採
用
さ
れ
、
中
型
品
で
一
丁
三
一
時
間
、
大
型
品
で
も
四
ー
五
時

間
程
度
で
全
体
の
計
測
が
可
能
と
い
う
（
城
倉
編
―

1
0
一
七
）
。
こ
う
し
た
大
別
の
遺
物
の
計
測
に
は
、
効
率
化
や
正
確
性
を
考
慮
す
る
と

埴
輪
を
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
土
製
品
の
検
討
に
も
一
二
次
元
計
測
が
は
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、

埴

輪

奥
山
・
北
井
二

0
一
七
）
。
ま
た
、

水
野
・
奥
山
・
北
井

（
水
野
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く
、
法
最
な
ど
の
数
値
的
情
報
も
正
確
に
把
握
で
き
る
。

士
器
・
土
製
品

も
と
に
し
て
彫
ら
れ
た
複
数
の
氾
」
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
中
村
・
林
―

1
0
一
八
、
七
八
頁
）
。
粘
土
を
乾
燥
．

焼
成
す
る
と
い
う
瓦
の
素
材
的
な
特
徴
か
ら
、
収
縮
と
い
う
面
も
考
慮
し
て
「
同
蒐
」
や
「
m
共
池
」
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

三
次
元
計
測
デ
ー
タ
に
よ
る
再
検
証
は
、
今
後
の
瓦
研
究
で
あ
ら
た
な
展
望
を
ひ
ら
く
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
こ
う
し
た
検
討
は
、
瓦
当

以
外
の
丸
瓦
や
平
凡
ま
で
対
象
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

さ
て
、
同
箆
瓦
を
同
定
し
た
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
中
国
南
宋
様
式
の
瓦
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
日
宋
貿
易
に
お
け
る
南
宋
側
の
拠
点

で
あ
っ
た
寧
波
産
と
さ
れ
、

日
本
に
な
い
文
様
が
特
徴
の
軒
丸
瓦
で
あ
る
。
悼
多
遺
跡
群
出
土
瓦
な
ど
と
寧
波
市
出
土
瓦
と
の
間
に
同
笥

関
係
が
あ
る
か
三
次
元
マ
ッ
チ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
文
様
な
ど
細
部
ま
で
酷
似
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
ら
は
同
氾
と
み
て

矛
盾
せ
ず
、
圃
箔
と
す
る
と
一

0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
瓦
の
長
距
離
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

三
次
冗
計
測
の
用
例
は
土
器
や
土
製
品
に
も
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
概
観
し
て
お
こ
う
。

都
城
や
官
術
遺
跡
な
ど
で
し
ば
し
ば
出
土
す
る
甕
転
用
硯
は
、
従
来
の
実
測
図
で
全
点
を
描
両
し
よ
う
と
す
る
と
、
図
化
に
膨
大
な
時

開
を
要
す
る
の
で
、
こ
う
し
た
資
料
へ
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
（
神
野
―

1
0
一
八
）
。
従
来
の
実
測
図
で
は
墨
痕
の
状
態
を
表
現
す
る
に
も

限
界
が
あ
っ
た
が
、

s
f
M
/
M
V
S
を
援
用
し
て
作
成
し
た
オ
ル
ソ
画
像
で
あ
れ
ば
、
写
真
と
同
様
の
質
感
を
表
現
で
き
る
だ
け
で
な

ま
た
、
従
来
の
実
測
手
法
で
は
作
図
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
大
邸
遺
物
を

s
f
M
/
M
V
S
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
化
に
必

ら
ず
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た

同
様
の
こ
と
は
瓦
研
究
に
も
あ
て
は
ま
る
。
と
く
に
軒
瓦
の
文
様
を
正
確
に
訃
測
す
る
こ
と
で
、
凡
当
箔
の
形
状
を
三
次
元
デ
ー
タ
に
し
、

デ
ー
タ
同
士
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
重
ね
て
一
致
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
三
次
几
マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
果
が
公
に
な
っ
て
い
る
。

し
て
、
東
大
寺
式
軒
丸
瓦
六
一
一
ご
五
型
式
の
う
ち
、
「
異
蒐
瓦
」
と
推
定
さ
れ
て
き
た
瓦
甘
を
三
次
．
几
叶
測
し
た
と
こ
ろ
、
文
様
が
少
な
か

（
中
村
・
林
―

1
0
一
八
）
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
画
を

（
中
園
―

1
0
一
七
）
。

と
'‘,-

一
伊
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前
述
し
た
技
術
で
計
測
し
、

半
日
程
度
で
す
ん
だ
と
い
う
（
神
野
・
山
ロ
・
中
村
二

0
一
七
）
。

s
f
M
/
M
V
S
の
導
入
は
、
正
確
性
の
み
な
ら
ず
作
槃
の
効
率
化
と

先
に
ふ
れ
た
埴
輪
に
認
め
ら
れ
る
ハ
ケ
目
の
識
別
だ
け
で
な
く
、
こ
と
な
る
土
謡
片
を

s
f
M
/
M
V
S
に
よ
っ
て
三
次
元
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
、
板
ナ
デ
痕
が
酷
似
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
上
具
で
製
作
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
例
な
ど
か
ら

（
太
郎
良
―

1
0
一
七
）
、
土
監
や
上
製
品
と
い
っ
た
可
塑
性
が
た
か
く
、
製
作
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
資
料
に
は
こ
う
し
た
同
定
作
業
か
ら
エ

動
物
考
占
学
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
考
古
学
の
進
展
は
著
し
い
。
た
だ
し
、
同
定
の
現
場
に
骨
格
標
本
の
実
物
を
持
ち
込
む
こ

と
が
非
現
実
的
な
場
合
も
す
く
な
く
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
書
藉
の
図
血
や
写
真
な
ど
で
同
定
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

場
合
で
あ
る
と
一
茨
ハ
元
デ
ー
タ
の
ま
ま
で
あ
り
、
観
察
し
た
い
部
分
が
図
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
制
約
が
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、

標
本
の
実
物
と
検
討
対
象
と
な
る
資
料
と
を
と
り
つ
な
ぐ
デ
ー
タ
が
所
望
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

由
な
角
度
か
ら
視
認
で
き
る
よ
う
、

三
次
元
計
測
し
た
動
物
骨
の
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
ア
ッ
プ
す
る
取
り
組
み
が
、
松
井
章
に

よ
り
唱
導
さ
れ
、
松
井
の
没
後
も
奈
良
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
環
境
考
古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る

(
3
D

B
o
n
e
 A
t
l
a
s
 D
a
t
a
b
a
s
e
)
。
こ
の
う
ち
人
骨
の
一
・
一
次
元
デ
ー
タ
は
、
書
籍
で
も
公
に
さ
れ
て
い
る
（
松
井
・
菊
地
編
二

0
一
六
）
。
骨
格
図

譜
基
準
資
料
と
の
比
較
検
討
作
業
を
安
全
か
つ
容
易
に
実
施
で
き
る
手
段
と
し
て
、
標
本
の
一
二
次
元
デ
ー
タ
が
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は

遺
物
展
示
へ
の
応
用

一
例
と
し
て
、

口
径
0
•

六
メ
ー
ト
ル
強
、
群
高
約
一
・
一
メ
ー
ト
ル
の
備
前
焼
の
大
甕
で

三
次
元
モ
デ
ル
の
作
成
に
一

H
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

三
次
元
の

P
D
F
デ
ー
タ
を
画
面
上
で
自

三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
一
―
一
次
元
デ
ー
タ
は
、
博
物
館
に
お
け
る
遺
物
展
示
に
も
応
用
さ
れ
て
い

自
明
で
あ
り
、
今
後
デ
ー
タ
ベ
）
ス
の
拡
充
が
切
望
さ
れ
る
。

動
物
骨

人
識
別
へ
と
つ
な
が
る
吋
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

い
う
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。

要
と
す
る
時
開
が
大
幅
に
省
力
化
で
き
る

C

(
A
d
o
b
e
社
製
）
を
用
い
た
ト
レ
ー
ス
図
化
に
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発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、

活
用
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
先
述
し
た
一
予
一
次
元
計
測
を
お
こ
な
っ
た
姫
塚
・
殿
塚
古
墳
出
土
埴
輪
の
デ
ー
タ
を
画
面

L
で
配
列
し
、

ル
展
示
案
を
作
成
し
、
こ
の
案
に
も
と
づ
き
博
物
館
に
お
け
る
展
示
に
活
用
し
た
例
を
み
れ
ば
あ
き
ら
か
な
と
お
り
、
計
測
し
た
デ
ー
タ

は
研
究
や
学
術
國
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
普
及
・
啓
発
事
業
の
充
実
化
に
貢
献
す
る
ツ
ー
ル
に
も
な
る

三
．
計
測
技
術
の
進
展
が
目
指
す
も
の

計
測
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、

（
城
倉
二

0
一
七
）
。

デ
ー
タ
を
検
討
し
た
成
果
が
あ
が
っ
て
く
る
と
、
雑
誌
で
特
集
が
組
ま

れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
当
該
技
術
の
利
活
用
を
考
え
る
研
究
会
の
開
催
も
増
加
の
傾
拘
に
あ
る
。
今
厠
の
特
集
も
ま
さ
に
こ
う
し
た

潮
流
に
の
っ
た
議
論
だ
が
、
早
稲
田
大
学
で
実
施
し
た
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
3
D

考
古
学
の
挑
戦
—
'
考
古
遺
物
・
遺
構
の
一
二
次
元
計
測

に
お
け
る
研
究
の
現
状
と
課
題
」
、
文
化
財
方
法
論
研
究
会
研
究
会
に
よ
る
「
研
究
す
る
モ
ノ
に
二
次
元
を
ー
考
古
資
料
三
次
元
計
測

w
o

r
k
s
h
o
p

」
そ
の
一
•
そ
の
一
一
の
開
催
と
、
雑
誌
『
文
化
財
の
壺
』
第
四
号
（
二
0

ニ
ハ
年
）
•
第
五
号
（
二
0

一
七
年
）

や
、
『
季
刊
考
古
学
』
第
一
四

0
号
の
特
集
「
3
D
技
術
と
考
古
学
」
（
中
園
聡
編
、

技
術
的
な
要
件
と
課
題
、
研
究
視
座
の
提
示
な
ど
が
端
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
三
次
元
計
測
の
有
効
性
を
実
感
し
、

一
層
ず
つ
検
出
あ
る
い
は
遺
物
が
出
士
す
る
都
度
、

っ
た
、
徹
底
的
な
三
次
元
化
を
実
践
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
ギ
川
・
太
郎
良
・
中
園
二

0
一
八
）
。
考
古
学
で
は
、
発
掘
調
査
や
出

土
遺
物
な
ど
の
考
古
資
料
を
記
録
す
る
こ
と
、
か
つ
観
察
所
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
基
本
中
の
基
本
と
教
え
込
ま

れ
る
。
実
測
な
ど
記
録
す
る
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け
、

三
次
元
計
測
の
利
点
と
そ
の
整
理

デ
ジ
タ

の
刊
行

二
0
一
七
年
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
計
測
の
対
象
と

デ
ー
タ
の
収
集
に

s
f
M
/
M
V
S
に
よ
る
一
二
次
元
化
を
お
こ
な
う
と
い

い
か
に
数
を
こ
な
し
て
い
く
か
が
肝
要
だ
と
先
輩
か
ら
叩
き
込
ま
れ
た
方
も
多
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に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
だ
ろ
う
。
記
録
方
法
以
前
に
確
か
な
観
察
眼
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
も
の
い
わ
ぬ
考
古
資
料
に
語
ら
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

筆
者
は
、
須
恵
器
甕
転
用
硯
に
「
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
」
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
当
該
資
料
が
掌
中
に
お
さ
め
る
い
わ
ば
手
持
ち
の
硯

と
推
定
し
た
（
青
木
―

-
0
一
四
）
。
こ
う
し
た
所
見
は
、
来
る
日
も
来
る
日
も
甕
転
用
硯
を
実
測
し
続
け
た
結
果
、
実
測
の
な
か
で
身
に
つ

こ、t
 

t
 

',＇ 

い
う
な
れ
ば
「
身
体
が
覚
え
た
感
覚
」
か
ら
引
き
出
し
た
所
産
で
あ
る
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
実
測
を
お
こ
な
っ
て
こ
そ
、
こ
う

し
た
気
づ
き
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
簡
便
か
つ
迅
速
、
正
確
に
計
測
で
き
る

s
f
M
/
M
V
S
な
ど
を
活
用
す
る
に
も
、
そ
こ
か
ら

引
き
出
す
情
報
を
読
み
取
る
に
は
、
先
の
身
体
感
覚
に
依
拠
せ
ず
所
見
を
導
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
製
作
技
術
や
用
途
な
ど
、

に
対
す
る
観
察
眼
を
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
以
上
に
涵
養
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。
「
ど
ん
な
に
情
報
機
器
が
発
達
し
、
そ
れ
を
駆
使
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
直
接
の
考
古
資
料
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
は
お
し
ま
い
で
あ
る
」
と
の
佐
原
慎
の
言
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い

現
状
の
把
握
手
段
と
し
て
の
三
次
元
計
測

モ
ノ

比
較
的
容
易
か
つ
迅
速
に
計
測
で
き
る
一
二
次
元
デ
ー
タ
は
、
そ
の
特
性
を
い
か
し
て
定
点
観

測
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
財
を
定
期
的
に
計
測
す
る
こ
と
で
経
年
変
化
を
観
察
し
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
、
文
化
財
の
維

持
管
理
や
保
存
活
用
に
資
す
る
基
礎
的
か
つ
正
確
な
デ
ー
タ
と
な
る
。
今
後
は
、
維
持
管
理
に
三
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
も
視
野

日
本
に
お
け
る
文
化
財
は
、
経
年
劣
化
の
み
な
ら
ず
地
震
や
津
波
、
洪
水
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
倒
壊
・
流
出
な
ど
罹
災
す
る
確
率
が

高
い
。
罹
災
し
た
痕
跡
も
歴
史
の
一
部
と
し
て
残
す
べ
き
と
す
る
怠
見
も
あ
る
が
（
津
村
二

0
一
七
）
、
現
行
の
保
存
・
修
復
の
方
針
は
、

建
立
甘
時
な
ど
時
間
軸
を
復
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
り
、
文
化
財
が
刻
み
込
ん
で
き
た
履
歴
す
べ
て
を
残
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
そ

こ
で
、
修
理
前
な
ど
に
三
次
元
計
測
を
実
施
し
、
現
状
の
デ
ー
タ
を
正
確
か
つ
立
体
的
に
記
録
化
し
、
修
理
後
と
の
比
較
が
お
こ
な
え
る
。

修
理
・
修
復
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
情
報
を
実
物
に
近
い
状
態
で
記
録
に
と
ど
め
る
、
こ
れ
こ
そ
が
三
次
元
計
測
が
有
す
る
主
た
る
特
性
で

（
佐
原
一
九
九
五
）
。
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デ
ー
タ
の
利
活
用
の
手
段
や
方
法
ま
で
念
頭
に
お
い
た
デ
ー
タ
収
集
の
あ
り
か
た
も
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
文
化
財
保
護
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
こ
で
改
正
の
詳
細
は
省
く
が
、
文
化
財
を
保
護
す
る
だ
け
で

な
く
活
用
へ
舵
を
切
っ
た
内
容
と
改
め
ら
れ
た
点
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
一
二
次
几
計
測
の
デ
ー
タ
は
、
精
密
な
レ
プ
リ
カ
の
作

三
次
元
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
と
し
て
も

ヽ
ヽ
ゞ
こ
、
。

し

し

力

f
し

ょ
,

1

 

い
か
な
る
視
座
に
よ
っ
て
研
究
が
実
践
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
ど
の
よ
う
な
点
が
こ
と
な
っ
て
い
る
の
か
、

三
次
元
計
測
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
理
由
付
け
が
明
確
で
な
い
と
、
導
入
を
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
が
出
来
す
る

こ
と
は
容
易
に
察
し
が
つ
く
。
三
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
紙
媒
休
で
印
副
し
、
結
果
と
し
て
二
次
元
の
デ
ー
タ
を
提
示
す

る
だ
け
で
あ
れ
ば
十
全
と
は
い
え
な
い
。

次
元
情
報
を
フ
ル
に
活
用
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
取
得
し
た
三
次
元
デ
ー
タ
は

W
e
b
上
で
公
開
す
る
、

先
に
紹
介
し
た
骨
格
標
本
の
三
次
元
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
よ
う
な
公
開
方
法
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
紙
媒
体
で
あ
っ
て

も
、
デ
ー
タ
を
収
録
し
た

D
V
D
な
ど
を
添
付
す
る
な
ど
の
エ
夫
に
よ
っ
て
、

味
す
べ
ぎ
だ
ろ
う
。

将
来
的
に
は
、
各
所
で
計
測
さ
れ
た
二
次
元
デ
ー
タ
の
保
管
先
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
集
約
化
を
見
据
え
た
施
策
も
必
要
だ
ろ
う
。
埴

輪
や
瓦

‘
t器
・
土
製
品
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
個
体
間
の
エ
具
痕
や
箔
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
お
こ
な
う
。
同
定
で
き
れ
ば
、

編
成
や
製
品
の
供
給
範
囲
な
ど
、
研
究
の
視
野
が
広
が
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
研
究
を
す
す
め
る
に
は
、
広
域
か
つ
膨
大
な
資
料
間
で
同

定
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
く
、
そ
の
た
め
統
一
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
待
た
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
な
し
に

三
次
元
計
測
テ
ー
タ
の
利
活
用
と
方
向
性

あ
る
。

た
だ
し
、

つ
ま
り

―
二
次
元
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
だ
け
で
は
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と

つ
ま
り
、
画
面
上
で
多
方
面
か
ら
．
二
次
元
デ
ー
タ
を
観
察
で
き
る
状
態
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
一
―
ム

二
次
元
レ
ベ
ル
で
と
ど
め
な
い
デ
ー
タ
の
提
供
方
法
も
吟

エ
人
の

-
1
数
遺
跡
単
位
の
デ
ー
タ
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
た
ん
に
計
測
す
る
だ
け
で
な
く
、
計
測
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と
し
て
考
古
学
の
調
木
且
で
も
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
き
た
。

被
災
地
に
お
け
る
遺
跡
と
調
査

Light Detection A
n
d
 Ranging) 
や

U
A
V

橋
口

（
ド
ロ
ー

成
の
み
な
ら
ず
、

V

R
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
す
る
基
幹
デ
ー
タ
と
も
な
る
。
つ
ま
り
一
二
次
元
計
測
の
成
果
が
、

文
化
財
の
利
活
用
の
一
洲
を
担
う
ツ
）
ル
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
。
遺
構
の
露
出
保
存
は
、
遺
構
に
あ
た
え
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
場
合

も
少
な
く
な
く
、
現
地
で
埋
め
戻
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
実
物
を

H
に
す
る
こ
と
が

で
ぎ
な
い
例
も
多
い
。
す
で
に
石
室
の
一
二
次
元
デ
ー
タ
か
ら
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
、
展
示
す
る
手
法
は
、
数
多
く
の
の
実
践
例
が
あ
る
。

精
巧
な
レ
プ
リ
カ
や
画
像
に
よ
る
再
現
は
、
文
化
財
を
傷
め
ず
に
可
視
化
す
る
手
段
と
し
て
今
後
い
っ
そ
う
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

大
阪
府
北
部
を
襲
っ
た
地
震
や
、
西
日
本
の
広
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
水
害
な
ど
記
憶
に

新
し
い
が
、
地
震
や
水
害
、
火
山
の
噴
火
な
ど
、

の
こ
と
文
化
財
も
被
災
す
る
リ
ス
ク
を
常
に
負
っ
て
い
る
。
も
し
文
化
財
が
被
災
し
た
場
合
、
各
種
調
査
を
実
施
す
る
以
前
に
、
被
害
状

況
を
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
も
、
従
来
と
は
こ
と
な
る
計
測
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
熊
本
県
下
の
被
災
古
墳

（
井
寺
占
墳
・
小
坂
大
塚
古
墳
ほ
か
）

日
本
列
島
は
災
害
が
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
被
災
し
た
対
象
は
幅
広
い
が
、
当
然

の
情
報
収
集
の
た
め
、

L
i
D
A
R

ン
）
に
よ
る
地
形
計
測
が
利
用
さ
れ
て
い
る
（
金
田
二

0
一
八
な
ど
）
。
井
寺
古
墳
で
は
、
被
災
し
た
こ
と
で
石
室
内
へ
人
が
侵
入
で
き
な

い
状
態
と
な
り
、
石
室
内
の
被
災
状
況
を
立
体
的
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
撮
影
ポ
ー
ル
を
使
用
し
て
石
室
内
部
を
撮
影
、

撮
影
デ
ー
タ
を

s
f
M
/
M
V
S
に
よ
っ
て
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
石
材
の
芋
み
や
落
下
、
石
障
の
亀
裂
な
ど
が
判
明
し
た

―1
0
一
八
）
し
ま
た
、
小
坂
大
塚
古
墳
の

U
A
V
空
中
写
真
撮
影
の
結
果
、
削
平
さ
れ
た
古
墳
の
周
溝
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
ソ
イ
ル
マ
ー
ク

と
し
て
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

U
A
V
の
活
用
方
法
も
測
量
や
写
真
撮
影
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
で
記
録
が
可
能
な
手
法

被
災
地
で
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
早
期
に
復
興
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
際
に
も
迅
速
な

計
測
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
調
査
日
程
が
限
ら
れ
緊
急
性
が
高
い
遺
跡
で
は
、
記
録
化
作
業
に
三
次
元
計
測
を
活
用
し
た
例
が
あ
る
。
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一
例
と
し
て
福
島
県
桜
田

W
遺
跡
で
は
、
現
地
で
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
計
測
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
は
計
測
デ
ー
タ
か

ら
P
E
A
K
I
T
（
本
号
横
山
論
考
参
照
）
に
よ
る
特
徴
線
を
抽
出
し
、
平
面
図
を
室
内
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
遺
構
検
出
や
精
査
と
い

っ
た
現
場
作
粟
に
人
材
を
集
中
さ
せ
、
記
録
化
に
要
す
る
現
場
で
の
作
業
時
間
を
縮
減
し
た
結
果
、
迅
速
化
が
は
か
ら
れ
た

化
財
部
記
念
物
課
二

0
一
七
、
金
田
二

0
一
七
な
ど
）
。
こ
う
し
た
迅
速
な
計
測
手
法
は
、
発
掘
調
査
現
場
に
お
い
て
時
間
的
余
裕
が
な
い

場
合
の
み
な
ら
ず
、
記
録
の
担
い
手
が
不
足
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
図
面
精
度
に
謀
差
が
牛
じ
や
す
く
、
従
来
の
方
式
だ
と
計
測
が
困
難

な
斜
面
地
で
の
調
脊
な
ど
に
も
有
効
だ
ろ
う
。
ま
た

G
P
R
探
奇
な
ど
、
調
在
前
に
非
破
壊
の
地
下
探
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

要
遺
構
や
遺
構
の
集
中
な
ど
を
一
定
程
度
把
握
し
た
上
で
調
脊
に
着
手
で
ぎ
る
た
め
、
一
二
次
元
計
測
は
探
査
と
の
併
用
に
よ
っ
て
、
調
在

つ
ぎ
に
、
ど
う
い
っ
た
場
面
で
新
た
な
計
測
技
術
を
利
用
し
た
成
果
図
を
使
用
す
る
の
が
効
果
的
か
、
筆
者
が
研
究
対
象
と
す
る
古
墳

の
墳
丘
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
以
下
、
東
京
都
多
摩
地
域
と
そ
の
周
辺
の
古
墳
を
対
象
に
、
墳
丘
と
埋
葬
施
設

構
造
と
の
関
係
性
を
検
討
し
、
三
次
元
計
測
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
い
。

さ
て
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
古
墳
の
発
掘
調
査
例
は
数
多
い
が
、
残
存
す
る
墳
丘
と
埋
葬
施
設
構
造
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら

考
察
し
て
み
た
い
。
検
討
す
る
点
は
、
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
古
墳
の
墳
丘
高
、
さ
ら
に
自
然
石
を
乱
石
積
し
た
石

室
と
墳
丘
高
、
及
方
の
対
応
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
切
石
積
横
穴
式
石
室
の
例
か
ら
概
観
す
る
。

(
-
）
墳
丘
高
と
石
室
構
造
ー
多
摩
地
区
の
古
墳
を
例
に
1

四
遺
跡
調
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
図
の
利
活
用

の
さ
ら
な
る
効
率
化
や
調
脊
期
間
の
縮
減
な
ど
に
寄
与
す
る
。

文
化
庁
文
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円
墳
で
あ
り
、
七
世
紀
第
二
四
半
期
頃
に
築
造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

切
石
積
石
室
を
有
す
る
古
墳
の
例

で
、
七
世
紀
前
半
の
築
造
と
推
定
さ
れ
る
（
多
摩
地
区
所
在
古
墳
確
認
調
壺
団
一
九
九
五
）
。
天
井
石
を
欠
失
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る

稲
荷
塚
古
墳
（
多
摩
市
）

北
大
谷
古
墳
（
八
王
子
市
）
は
、
墳
丘
直
径
―
―
一
九
メ
ー
ト
ル
、
現
存
墳
丘
高
約
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

は
、
対
角
長
約
三
四
メ
ー
ト
ル
、
現
存
墳
丘
高
約
ニ
メ
ー
ト
ル
弱
の
八
角
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
（
多
摩

市
教
育
委
員
会
一
九
九
六
な
ど
）
、
墳
丘
直
径
三
四
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
墳
あ
る
い
は
非
円
墳
を
含
意
し
た
多
角
墳
と
す
る
可
能
性
も
あ

る
（
多
摩
市
教
育
委
員
会
二

0
一
八
）
。
北
大
谷
古
墳
に
後
続
し
、
七
世
紀
前
半
の
築
造
と
推
定
さ
れ
る
。
北
大
谷
古
墳
と
同
じ
く
天
井
石

を
欠
失
し
て
お
り
、
当
初
の
墳
丘
高
は
さ
ら
に
高
か
っ
た
。
発
掘
調
木
且
報
告
書
に
よ
る
と
、
復
元
墳
丘
高
は
四
メ
ー
ト
ル
程
度
と
推
測
さ

武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳
（
府
中
市
）
は
、
列
島
最
古
•
最
大
の
上
円
下
方
墳
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
下
方
部
一
辺
三
ニ
メ
ー
ト
ル
（
ニ

段
目
は
一
辺
二
四
メ
ー
ト
ル
）
、

t
円
部
直
径
一
し
ハ
メ
ー
ト
ル
、
残
存
墳
丘
高
が
五
メ
ー
ト
ル
、
推
定
墳
丘
高
六
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
出

土
遺
物
が
少
な
く
確
言
し
に
く
い
が
、
七
世
紀
中
頃
の
築
造
と
推
定
さ
れ
る

（
府
中
市
教
育
委
員
会
・
府
中
市
遺
跡
調
査
会
二

0
0
五）。

一
辺
一
一
七
＼
―
-
八
メ
ー
ト
ル
の
下
方
部
に
直
径
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
現
存
高
ニ
・
ニ
メ
ー
ト
ル
の

上
円
部
が
の
る
上
円
下
方
墳
で
あ
る
（
三
鷹
市
遺
跡
調
介
会
・
一
二
鷹
市
教
育
委
員
会
二
〇
一

違
し
な
い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
槃
造
当
初
の
上
日
部
高
は
三
・
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
、
下
方
部
も
あ
わ
せ
る

と
四
メ
ー
ト
ル
超
の
墳
丘
裔
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
墳
丘
は
版
築
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

緒
方
小
川
塚
古
墳
（
狛
江
市
）

は
、
周
溝
の
内
径
が
一
―
-
.
0
＼
ニ
―
―
•
八
メ
ー
ト
ル
、
推
定
墳
丘
直
径
は
約
一
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の

天
文
台
構
内
古
墳
（
三
鷹
市
）
は
、

墳
丘
は
版
築
で
構
築
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

れ
て
い
る
。

と
、
築
造
当
初
の
墳
丘
高
は
四
メ
ー
ト
ル
前
後
と
推
測
で
き
る
。

（
狛
江
市
教
育
委
員
会
―

1
0
一
四
）
。
墳
丘
残
存
高
は
約
―
―
メ
ー
ト

-
）
。
武
蔵
府
中
熊
野
神
杜
古
墳
と
さ
は
ど
相
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一
部
で
は
あ
る
が
墳
丘
が
残
る
例
と
し
て
、
調
布
市
狐
塚

ル
、
切
石
積
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
天
井
石
や
石
室
の
上
半
が
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
欠
失
し
た
部
分
も
勘
案
す
る
と
、

多
摩
地
域
で
は
な
い
が
、
近
在
す
る
当
該
時
期
の
大
型
墳
と
し
て
馬
絹
古
墳
（
川
崎
市
）
を
あ
げ
て
お
く
。
馬
絹
古
墳
は
墳
丘
径
約
三

三
メ
ー
ト
ル
、
墳
丘
高
約
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
墳
丘
周
囲
に
幅
三
•
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
―
•
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
周
溝
が
め
ぐ
り
、

墳
丘
の
表
面
は
葺
石
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
埋
葬
施
設
は
、
玄
室
・
後
室
・
前
室
の
三
室
か
ら
な
る
切
石
積
複
々
室
構
造
の
横
穴
式
石
室

で
、
全
長
九
・
六
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
非
常
に
長
大
か
つ
大
型
の
石
室
で
あ
る
。
円
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古

墳
な
ど
と
同
様
、
上
円
下
方
墳
の
可
能
性
も
あ
る
。

切
石
積
石
室
を
有
す
る
墳
丘
の
特
徴

以
上
の
例
か
ら
切
石
積
石
室
の
例
は
、
墳
丘
高
が
三
＼
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
、
後
述
す
る
乱
石
積

石
室
を
有
す
る
古
墳
に
比
し
て
「
高
い
」
墳
丘
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳
や
馬
絹
古
墳
な
ど
一

部
の
古
墳
で
は
、
版
築
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
列
島
各
地
の
有
力
者
墓
に
採
用
さ
れ
て
い
た
高
墳
丘
を
意
図
し
て
、
非
在
地
の
土
木
技
術

を
意
図
的
に
採
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
同
時
に
こ
の
一
一
基
は
、
当
該
地
域
で
突
出
し
た
位
罹
づ
け
だ
っ
た
と
み
て
相
違
な
い
。

乱
石
積
石
室
を
有
す
る
古
墳

つ
ぎ
に
自
然
石
を
乱
石
積
す
る
横
穴
式
石
室
の
墳
丘
高
だ
が
、
こ
ち
ら
は
国
立
市
四
軒
在
家
遺
跡
な
ど
を

は
じ
め
、
墳
丘
が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
な
い
（
国
立
市
教
育
委
員
会
―

1
0
0
五）。

古
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
（
調
布
市
遺
跡
調
壺
会
二

0
0
三
）
。
奥
辟
土
の
み
泥
岩
（
シ
ル
ト
岩
か
）
の
切
石
を
設
置
し
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も
円
礫

に
よ
る
乱
石
積
で
構
築
さ
れ
る
。
石
室
付
近
が
周
辺
よ
り
0
•

八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
た
。
石
室
残
存
高
は
最
大
一
・
三
メ
ー

ト
ル
、
天
井
石
は
欠
失
し
て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
石
室
高
は
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
ろ
う
。

11室
下
部
が
墳
丘
構
築
面
の
下
、

石
室
掘
方
を
深
さ
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
削
し
、
そ
こ
に
石
室
卜
半
を
構
築
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

の
上
部
を
被
覆
し
た
墳
丘
高
は
、
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
高
く
と
も
一
―
―
メ
ー
ト
ル
未
満
の
規
模
と
み
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

本
来
の
墳
丘
高
は
―
―
―

1
四
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

つ
ま
り
、
天
井
石
と
そ
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の
お
よ
そ
半
分
以
下
し
か
な
い
墳
丘
と
推
定
で
き
る
。

例
よ
り
も
低
平
で
す
む
。
そ
の
数
値
は
、
先
に
し
め
し
た

五
ー
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
な
り
、
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴
式
石
室
の
例

る
墳
丘
構
築
技
術
を
採
用
し
て
築
造
し
た
一
群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
古
墳
で
は
、
石
室
掘
方
を
設
け
る
例
も
存
在
す
る
よ
う
だ
が
、
地
上
に
石
室
の
大

部
分
を
設
置
す
る
構
造
を
と
る
。
そ
の
た
め
、
石
室
全
体
を
被
覆
す
る
墳
丘
と
す
る
に
は
、
必
然
的
に
石
室
高
よ
り
も
高
い
墳
丘
高
が
必

要
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
当
該
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
古
墳
で
は
、
三

1
四
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
高
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
墳
丘
高
が
＾
―
―

1
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
一
群
は
、
埋
葬
施
設
が
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴
式
石
室
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
一
群
の
な
か
で
も
、
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳
と
馬
絹
古
墳
の
六
メ
ー
ト
ル
と
い
う
復
元
墳
丘
高
は
、
多
摩
地
域
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
は
突
出
し
て
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
先
述
し
た
当
該
古
墳
が
版
築
あ
る
い
は
版
築
状
の
墳
丘
構
築
技
術
を
採
用
し
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
対
し
て
稲
荷
塚
古
墳
の
墳
丘
盛
土
は
、
し
ま
り
の
弱
い
土
に
よ
る
水
平
積
み
を
基
調
と
し
、
そ
の
脆
弱
さ
ゆ
え
に
墳
丘

東
側
で
は
墳
丘
内
掘
込
を
設
け
、
墳
丘
の
強
度
を
上
げ
る
工
夫
を
凝
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

荷
塚
古
墳
に
採
用
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
墳
丘
盛
土
の
強
度
の
差
が
、
そ
の
ま
ま
墳
丘
の
残
存
状
態
と
も
あ
る
程
度
相
関
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

は
地
下
部
分
に
お
さ
ま
る
。

四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
墳
丘
高
を
有
す
る
一
群
の
な
か
で
も
、
最
高
位
に
位
慨
す
る
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳

や
天
文
台
構
内
古
墳
（
こ
の
ほ
か
馬
絹
占
墳
も
こ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
）
は
、
他
の
例
す
な
わ
ち
在
地
の
土
木
技
術
と
は
異
な

い
っ
ぽ
う
乱
石
積
の
石
室
は
、
墳
丘
構
築
面
以
下
を
掘
削
し
、
石
室
掘
方
を
設
け
る
。
石
室
掘
方
は
半
地
下
構
造
を
と
り
、
石
室
下
半

つ
ま
り
半
地
下
構
造
と
な
る
分
、
墳
丘
構
築
面
以
上
に
顔
を
出
す
石
室
部
分
は
、
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴

式
石
室
に
比
し
て
低
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
に
川
原
石
積
石
室
の
例
に
お
け
る
墳
丘
高
は
、
複
室
構
造
の
切
石
積
横
穴
式
石
室
の

埋
葬
施
設
構
造
の
ち
が
い
と
墳
丘
高

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
検
討
か
ら
考
慮
す
べ
き
点
を
以
下
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

い
う
な
れ
ば
、
在
地
の
士
木
技
術
が
稲
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議
論
の
基
礎
に
な
る
三
次
元
計
測
図
が
欠
か
せ
な
い
。

た
だ
し
、
下
谷
保
一

0
号
墳
（
国
立
市
）

立
市
教
育
委
員
会
二

0
一
四
）
。
ド
谷
保
一

0
号
墳
は
、
墳
丘
直
径
が
東
西
約
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
九

1
1
0
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
を
呈

す
る
が
、
石
室
掘
方
を
も
た
な
い
武
蔵
府
中
熊
野
神
社
古
墳
な
ど
と
は
墳
丘
規
模
な
ど
の
面
で
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
。

域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
有
力
者
層
と
そ
れ
以
外
と
で
は
、
石
室
掘
方
の
有
無
や
墳
丘
規
模
な
ど
、
墳
丘
や
埋
葬
施
設
の
規
模
・
構
造
な
ど

で
一
線
を
画
す
、

の
よ
う
に
、
切
石
積
の
石
室
で
も
石
室
掘
方
を
有
す
る
例
が
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る

い
う
な
れ
ば
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

墳
丘
高
と
三
次
元
計
測
図

つ
構
造
的
特
徴
か
ら
、
墳
丘
高
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
地

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
残
存
状
態
に
よ
る
が
、
残
り
の
よ
い
墳

丘
の
場
合
、
墳
丘
高
が
高
い
一
群
は
切
石
積
横
穴
式
石
室
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
対
し
て
低
い
一
群
や
墳
丘
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
例
の
多
く
は
、
乱
石
積
石
室
と
な
る
場
合
が
多
い
。
少
な
く
と
も
多
摩
地
域
で
は
、
古
墳
の
墳
丘
高
が
古
墳
間
の
格
差
を
表
示
す
る
ト

で
大
き
な
指
標
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も
、
墳
丘
測
量
図
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
と
り
わ
け
重
要

と
な
っ
て
く
る
。

従
来
の
墳
丘
測
量
図
で
は
、
こ
う
し
た
墳
丘
の
高
さ
の
違
い
を
把
握
し
づ
ら
く
、
墳
丘
高
を
意
識
し
に
く
い
。
二
次
元
的
な
平
面
凶
に

よ
る
検
討
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
日
本
の
古
墳
の
墳
丘
研
究
は
、
近
年
ま
で
平
面
規
格
に
偏
し
た
傾
向
が
強
く
、
ま
さ
に
立
体
的
な
観
点

が
欠
如
し
が
ち
な
デ
ー
タ
に
拠
っ
て
き
た
。
五
世
紀
末
頃
以
降
の
古
墳
は
、
墳
丘
の
高
さ
を
重
視
し
た
例
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
先
行
研

究
を
み
て
も
あ
き
ら
か
だ
が
（
宇
垣
二

0
1
0
•

青
木
―
1
0
一
七
な
ど
）
、
墳
丘
研
究
に
お
い
て
新
地
平
を
開
拓
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り

い
う
ま
で
も
な
く
墳
丘
の
立
体
的
な
把
握
に
は
、
一
二
次
元
計
測
図
を
作
成
し
、
類
例
を
相
互
比
較
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
繰
り
返
す
が
、
墳
丘
長
を
重
視
す
る
中
期
古
墳
ま
で
と
は
ち
が
い
、
後
期
・
終
末
期
古
墳
で
は
墳
丘
高
を
重
視
す
る
例
が
多

以
上
を
要
す
る
に
、
切
石
積
横
穴
式
石
室
と
川
原
石
積
石
室
と
で
は
、

一
部
の
例
を
の
ぞ
き
そ
れ
ぞ
れ
が
も （国
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図 1 カシミ ール3Dによる穂高古墳群と周辺地形

る
か
推
定
し
た
渡
辺
貞
幸
の
仕
事
が
そ
の
好
例
で
あ
る

く
つ
か
の
用
例
を
も
と
に
補
足
し
て
お
く
。

（図

い
（
青
木
二

0
一
七
）
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
高
さ
な
ど
の
起
伏
を
視
認
し
や
す
い
固
面
で
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
同
様
な
点
は
石
室
研
究
に
も
あ
て
は
ま
り
、
立
体
的
な
石
室
と
の
観
点
を

重
視
し
た
検
証
が
必
要
と
な
ろ
う
。
繰
り
返
す
が
、
そ
れ
に
は
三
次
元
計
測
図
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
墳
丘
と
石
室
と
の
対
応
関
係
が
明
瞭
な
図
面
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
す

る
ま
で
も
な
い
。
あ
ら
た
な
視
座
を
も
た
ら
す
に
は
、
根
拠
と
な
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
か
ら
刷
新

し
て
い
く
こ
と
、
少
な
く
と
も
古
墳
や
石
室
の
検
討
に
新
機
軸
を
も
た
ら
す
に
は
、
三
次
元
計
測

図
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
に
な
い
情
報
が
得
ら
れ
る
成
果
図
な
ど
が
必
須
と
な
ろ
う
。

（
二
）
三
次
元
計
測
図
の
用
例
と
研
究
視
座

右
の
よ
う
に
墳
丘
研
究
の
進
展
に
三
次
元
計
測
図
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
て
き
た
が
、

か
に
も
こ
う
し
た
新
た
な
技
術
に
よ
る
計
測
の
成
果
が
研
究
に
も
た
ら
す
有
効
性
に
つ
い
て
、

遺
跡
現
地
が
宅
地
化
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
遺
跡
が
消
滅
し
た
な
ど
の
事
由
で
眺
望
が
き
か
な

い
場
合
な
ど
は
、
平
面
図
を
一
二
次
元
図
化
で
き
る
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
当
時
の
景
観
を
図
上
で
復
元

し
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D
を

使
用
し
て
、
集
落
か
ら
の
墳
墓
の
眺
望
な
ど
を
考
慮
し
、
被
葬
者
の
居
宅
が
ど
の
集
落
に
存
在
す

（
渡
辺
二

0
一
八）
。

ほし‘

園
學
院
大
學
考
古
学
研
究
室
で
継
続
的
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
長
野
県
穂
高
古
墳
群

F

9
号
墳
の
周
辺
地
形
に
つ
い
て
、
箪
者
が
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D
を
用
い
て
鳥
諏
図
を
作
成
し
た
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図2 カシミール3Dによる大阪湾からみた百舌鳥古墳群

1
)。
松
本
平
に
位
置
す
る
穂
高
古
墳
群
が
扇
頂
部
付
近
に
所
在
し
、
古
墳
の
す
ぐ
脇
に
烏
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
開
析
谷
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
。
作
成
し
た
図
面
と
発
掘
調

査
成
果
と
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
谷
に
分
布
す
る
礫
を
用
い
て
石
室
材
と
し
た
こ
と
、
古
墳
群
の

一

帯
は
扇
頂
付
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
礫
層
が
展
開
し
、
耕
作
に
は
あ
ま
り
適
し
て
お
ら
ず
、
地
形
的
・

土
壌
的
環
境
を
考
慮
し
て
古
墳
群
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
把
握
で
き
る
。
付
近
の
集
落
は
、
扇

央
＼
扇
端
に
か
け
て
所
在
す
る
遺
跡
分
布
か
ら
み
て
も
、
こ
う
し
た
推
定
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
二
次

元
の
地
形
図
で
は
容
易
に
判
別
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
地
形
的
な
説
明
が
困
難
な
状
況
で
あ
ろ
う
と

も、

三
次
元
図
を
効
果
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
補
足
で
き
る
。
説
明
の
対
象
が
可
視
化
で
き
る
と
説

得
力
も
増
す
た
め
、
新
た
な
計
測
に
よ
る
成
果
図
の
提
示
は
、
自
ら
の
主
張
を
補
強
す
る
素
材
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
図
面
か
ら
み
た
「
わ
か
り
や
す
さ
」
は
、
三
次
元
計
測

図
が
従
来
に
な
い
、
よ
り
実
際
に
近
い
状
態
を
可
視
化
で
き
る
教
材
と
し
て
、
学
生
の
理
解
を
援
け

る
こ
と
に
も
な
り
、
大
学
教
育
の
場
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
用
を
す
す
め
る
の
が
の
ぞ
ま
し
い
。

景
観
の
復
元

群
で
あ
る
。

図
2
は
、
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D
を
使
用
し
て
作
成
し
た
大
阪
湾
か
ら
望
む
百
舌
鳥
古
墳

一
見
し
て
、
大
仙
陵
古
墳
（
大
山
古
墳
、
伝
仁
徳
陵
）

や
石
津
丘
古
墳
（
伝
履
中
陵
）

な
ど
の
威
容
が
は
っ
き
り
と
望
見
で
き
る
。
現
在
で
は
、
古
墳
の
周
囲
が
宅
地
化
さ
れ
て
お
り
、
如

上
の
景
観
を
う
か
が
い
知
る
に
は
、
古
写
真
を
参
考
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D
な
ど

の
三
次
元
地
図
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
を
活
用
し
て
復
元
す
る
の
が
、

コ
ス
ト
面
を
考
慮
す
る
と
汎
用
性
が
た

か
い
と
い
え
る
。
以
前
か
ら
、
古
墳
の
眺
望
や
規
模
と
農
業
生
産
域
と
の
相
関
性
な
ど
に
か
ん
す
る
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ラ
ス

し‘

れ

て
い
た

と
い
う
の
も
、
オ
コ
ゼ
と
山

。
そ

（フ

の

い
こ
と
か
ら
、

は
か
ね
て

゜

い
。
カ
シ
ミ
ー
ル
の

3

で
把
握
す
る
に
は
、

な
る
。
と
く
に
、

し‘

゜

大
化
し
た
の
か
、
と
い
う
間
い

゜

つ

さ
て
図
を
一
見
し
て
、
海
か
ら

め
、
五

0
0
メ
ー
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
｝

る

の
み
で
は

い
る
こ
と
と な

ろ
う

こ
と

し‘
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図3 カシミール3Dによる興福寺南大門からみた春日山

と、

一
定
の
説
得
力
を
有
し
た
言
説
と
い
え
よ
う
。

意
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
山
の
神
が
オ
コ
ゼ
を
好
む
こ
と
か
ら
、
山
の
神
ヘ
オ
コ
ゼ
を
供

献
し
た
と
い
っ
た
伝
承
を
ふ
く
め
、
山
の
神
と
オ
コ
ゼ
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
近
年
で
は
中
国
の
山
の
神
信
仰
と
の
関
連
、
具
体
的
に
は
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
の
山

の
神
信
仰
に
山
の
神
の
使
い
と
し
て
虎
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
が
、
こ
の
虎
が
ト
ー
テ
ム
と

し
て
オ
コ
ゼ
に
転
じ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（村
田
二
0
0
四）
。
い
う
な
れ
ば
、
山
の

神
が
渡
来
神
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
西
日
本
を
中
心
に
分
布
す
る
状
況
に
か
ん
が
み
る

さ
て
、
興
糧
寺
南
大
門
出
土
の
魚
頭
骨
に
話
題
を
戻
す
と
、
こ
れ
が
山
の
神
と
の
か
か
わ
り

で
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
南
大
門
付
近
か
ら
山
が
望
見
で
き
る
の
か
が
議
論
の
前
提

と
な
る
。
そ
こ
で
、
興
福
寺
南
大
門
か
ら
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
か
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D
を
使

用
し
た
と
こ
ろ
（
南
大
門
基
壇
上
か
ら
眺
め
た
状
態
で
作
成
）
、
図
3
の
と
お
り
三
笠
山
や
花
山

（
春
日
山
）
を
一
望
で
き
る
好
立
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
五
重
塔
が
南
大
門
の
東
側

に
そ
び
え
る
が
、
五
重
塔
は
天
平
二
年
（
七
三
0
)
の
創
建
と
さ
れ
、
興
福
寺
造
営
開
始
時
（
七

1
0
年
の
平
城
遷
都
直
後
と
推
定
）
に
は
ま
だ
建
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
山
は
一

望
で
き
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
し
た
が
っ
て
、
南
大
門
出
土
魚
頭
骨
は
、
山
の
神
信

(3
)
 

仰
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
の
は

一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
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）
と
の

し‘

で

の

考［l｛学における三次元計測技術の導入と利活用

こ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

で

れ
る
こ
と
は
な
く
、

こ
こ
ま

ヽ

た
り

し‘

ま
と
め

の

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

ソ
フ

こ
と
で
、

ヽ
4

0

し＞

て

っ
て
い
る
。
考
古
学
的

し‘

こ
と
。

な
っ
た
こ
と
で
、 し＼

]と

い
。
そ
し
て
、

つ

）
れ
に
よ

て
き
た
。
本
稿
を
閉
じ
る
に
あ

つ
つ
あ
る こ

と

J

し
J

な
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辞
な
お

に
は
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

の
み
な
さ
ま

ら
ず
、
ご

の

と
く
に

い
た
だ
い

ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
園
催
は
、

る
の

し‘

な
ら
な
い
。

る。

つ
ま
り
、

の
場
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

こ。t
 

な
ど
、

の

い
た
だ
き
ま
し

さ
ら
に
デ
ー
タ
の

ケ
ー
ス
は
、

こ
と

っ
て

い
に
活
用
で
き
る
。

で
あ
る
と
、

み
な
し
う
る
。

こ

し)

ツ
ー
ル
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

3
~
c

ょ
、

才
し
一

i
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「
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0
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梅
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図
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作
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ジ
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お
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